
令和2年4月1日に農業委員4名が就任しました！
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◆新たに農業委員となった方の紹介◆ 任期：2020年4月1日～2022年3月31日

平成31年に改選があった新島村農業委員会ですが、昨年度中に様々な事情により委員の減少
があったため、補充の公募を行い、4名の農業委員の方が新たに就任しましたので、お知らせい
たします。

議席番号 11 番

吉見 一之 委員

（本村地区）

私にとって農業はまさ
に畑違いの業種ですが、
少しでも皆様のお役に
立てるよう一生懸命努
めさせていただきます。

議席番号 5 番

公文 宏司 委員

（本村地区）

初めて農業委員会の委
員となります。農業に
関わること自体新人で
すが、少しでも新島村
の農業の振興に貢献で
きるよう頑張ります。
よろしくお願いいたし
ます。

議席番号 10 番

内藤 政之 委員

（本村地区）

初めて農業委員会の委
員になりました。日々
学びながら皆様のご相
談やご要望にお応えで
きるよう頑張ります。

議席番号 2 番

奥山 敏仁 委員

（式根島地区）

農業高校を卒業し、平
成14年に式根島へ来
てからも農業に携わっ
ています。自分で生産
した芋で芋焼酎も作っ
ています。村の農業振
興に寄与できるよう頑
張ります。

『自
給
的
営
農
の
ス
ス
メ
』

昨
年
中
国
湖
北
省
武
漢
市
付
近

で
発
生
が
初
め
て
確
認
さ
れ
た

『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
』
は
、

現
在
も
世
界
的
大
流
行
（
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
）
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま

す
。
日
本
に
於
い
て
は
、
政
府
に

よ
っ
て
４
月
か
ら
緊
急
事
態
宣
言

が
出
さ
れ
、
不
要
不
急
の
外
出
を

控
え
、
人
と
の
接
触
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
よ
う
に
、
外
出
自
粛
・

営
業
自
粛
の
要
請
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
食
料
供
給
を

担
う
農
家
や
農
産
物
直
売
所
の
存

在
感
が
各
地
域
で
増
し
て
い
ま
す
。

日
本
各
地
域
の
農
家
は
、
田
畑
に

向
か
い
営
農
を
続
け
、
直
売
所
は

食
卓
を
支
え
て
い
ま
す
。
新
島
村

に
於
い
て
も
、
農
家
の
皆
様
が
新

島
村
農
協
の
直
売
所
・
地
域
食
料

品
店
に
、
精
力
的
に
農
産
物
を
納

入
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
数
は
多

く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
の
食
を

支
え
る
一
助
と
な
っ
て
い
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

（
農
家
の
営
農
活
動
は
外
出
自
粛

▲農協店舗内の直売所で

販売される野菜

要
請
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い

ま
す
。
）

昨
年
新
島
村
を
襲
っ
た
台
風
、

そ
し
て
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
。
こ
の

よ
う
な
災
厄
に
見
舞
わ
れ
た
と
き
、

食
料
が
安
定
供
給
さ
れ
る
こ
と
は

大
変
重
要
で
す
。
新
島
村
で
は
、

海
が
時
化
る
と
食
料
品
が
手
に
入

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
昔
か
ら
各
家
庭
で
は
自

給
的
営
農
（
ナ
エ
バ
で
の
営
農
）

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

新
島
村
の
農
業
は
、
高
齢
化
に

よ
る
離
農
、
頻
繁
に
発
生
す
る
自

然
災
害
に
よ
り
危
機
的
状
況
に
あ

り
ま
す
。
現
在
の
就
農
・
農
産
物

生
産
状
況
で
は
、
全
住
民
の
食
料

を
賄
う
こ
と
不
可
能
で
す
。
災
厄

に
見
舞
わ
れ
た
と
き
、
食
料
の
地

域
内
自
給
は
、
命
を
守
る
こ
と
に

繋
が
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
自
分
の
た
め
に
、
家

族
の
た
め
に
、
農
業
を
は
じ
め
て

み
て
下
さ
い
。

（
農
業
委
員

石
野

正
幸
）



『今
年
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
ハ
ウ
ス
の
修
復
に
つ
い
て
』

昨
年
、
播
種
時
期
を
早
め
て
雄
花
が

早
く
咲
い
て
し
ま
い
、
失
敗
し
た
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
で
す
が
、
今
年
は
播
種
時
期

を
３
月
初
め
で
の
挑
戦
で
す
。

雄
花
と
雌
花
が
順
調
に
咲
き
、
受
粉

が
ほ
ぼ
終
わ
っ
て
順
調
に
生
育
し
て
い

ま
す
の
で
、
こ
の
ま
ま
い
く
と
６
月
初

め
に
は
出
荷
予
定
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

寒
い
時
期
の
播
種
・
育
苗
と
ハ
ウ
ス

内
で
の
保
温
で
手
間
が
か
か
り
、
ま
た

定
植
時
に
は
透
明
マ
ル
チ
の
ト
ン
ネ
ル

等
の
設
置
で
大
変
で
す
が
、
順
調
に

育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。

去
年
の
台
風
で
屋
根
サ
イ
ド
の
ほ

ぼ
全
体
が
被
害
を
受
け
、
骨
組
み
を

残
し
て
改
修
工
事
し
た
耐
風
ハ
ウ
ス

で
す
が
、
Ｐ
Ｏ
フ
ィ
ル
ム
の
上
か
ら

６
ミ
リ
目
の
防
風
ネ
ッ
ト
を
特
注
品

で
加
工
し
、
内
部
も
単
管
パ
イ
プ
を

平
行
に
組
み
、
風
揺
れ
の
少
な
い
ハ

ウ
ス
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
こ
の

中
で
は
ピ
ー
マ
ン
と
パ
プ
リ
カ
が
順

調
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

（
農
業
委
員

北
村

一
男
）

▲修復が完了した耐風ハウス

▲順調に育っているトウモロコシ

『式
根
島
へ
の
ト
ラ
ク
タ
ー
導
入
に
つ
い
て
』

と
思
い
ま
す
。

「
野
菜
を
植
え
た
い
け
ど
耕

す
の
が
・
・
・
」
と
い
う
耕

作
意
欲
は
あ
る
け
ど
体
力
に

不
安
な
方
で
も
、
お
声
掛
け

い
た
だ
け
れ
ば
代
わ
り
に
耕

す
こ
と
が
可
能
で
す
。

耕
作
放
棄
地
が
年
々
広

が
っ
て
い
く
中
で
、
こ
れ
か

ら
の
「
島
の
農
業
再
生
」
を

考
え
る
上
で
の
一
助
と
な
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

（
農
業
委
員

綾

真
吾
）

こ
の
原
稿
を
作
成
し
て
い
る

時
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

緊
急
事
態
宣
言
が
東
京
都
も
解

除
さ
れ
る
と
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
皆
さ
ん
の
お
手
元

に
届
く
頃
に
は
来
島
自
粛
も
解

除
さ
れ
、
ま
た
賑
や
か
な
島
風

景
を
目
に
で
き
る
こ
と
を
祈
っ

て
い
ま
す
。

昨
年
の
台
風
に
よ
る
ハ
ウ
ス

被
害
か
ら
す
で
に
八
か
月
が
経

過
し
、
改
修
工
事
を
今
年
三
月

に
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
白
紙
と
な

り
、
緊
急
事
態
宣
言
で
更
に
先

の
見
え
な
い
闇
に
放
り
込
ま
れ

た
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
四
月
か
ら
式

根
島
に
も
ト
ラ
ク
タ
ー
が
導
入

さ
れ
大
規
模
に
耕
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
耕
作
意

欲
が
沸
き
、
島
唐
辛
子
を
た
く

さ
ん
植
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
（
今
ま
で
は
家
庭
用
耕
転

機
で
全
て
や
っ
て
い
た
の
で
大

変
疲
れ
て
い
ま
し
た
。
）

作
物
栽
培
を
す
る
上
で
の
課

題
は
肉
体
的
、
体
力
的
に
負
担

と
な
る
「
土
を
耕
す
」
作
業
か


